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第29回IGC会場関連委員会報告

西村道1)㊥野上裕生2)

はじめに

この報告は,京都国際会議場で1992年8月24目

から9月3目まで開催された第29回万国地質学会

議の会場関連委員会(京都では会場小委員会と社交

プログラム小委員会が合同で作業したのでこの様な

委員会組織)の活動に関するものである.この委員

会の活動は,米国ワシントンD.C.で実施された第

28回IGCの会場運営の見学に西村が派遣されたこ

とに始まる(その時からの動きは別に報告カミあるの

でここでは述べない).

本格的な準備は2年前頃(1990年)から始め,京

都府,京都市等に協力･依頼から始め,また,関西

での募金の依頼を始めたのも大体その頃であった.

1年前頃から次第に多忙を極めるようになり,我々

会場関連委員会では京阪神を主体とし,国際会議場

の方六の強力な参加もあり,次第に態勢を拡大して

行った.

また,我々は次に重点をおいて活動を進めること

とした.

1)参加者の方刈こは地質学会議での実りの多い,

また,気の安まる様にしていくと共に,日本

での古い都の京都･奈良の文化を知って頂く

2)内外の若い学生･院生が会議に参加して学問

的にも国際交流の面でも得をする様に進めて

いく

3)支出を出来る限り切り詰めて実施するために

種々の所にお願いする

の3点である.勿論,運営するものが会議を楽し

みながら進めることに心がけた宗教上の問題にも

心かげ,モスクを設けた.その結果,参加者に好評

な会議がもたれたと思う.

写真1会場入口の登録番号確認デスク.

1)京都大学理学部;会場小委員長:〒606京都府京都市左京

区北白川追分町

2)京都大学霊長類研究所;社交プ回グラム小委員長

式典｡レセプションに関する準備

開会式は,皇太子殿下の参加が内定した後,たび

たび宮内庁･京都府･京都府警と綿密た打ち合世,

シュミレｰションを行って,万全の態勢をとり,且

写真2会場入口で登録と受付け状況を監視する鳥居雅

之氏ら.

キｰワｰド:IGC,万国地質学会,会場小委員会,社交プログ

ラム小委員会,会場関連小委員会,国立京都国際

会議場
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写真3アブストラクトと配布物バッグ引渡し所.

写真4会場事務局室1.左隅松本良プロクセム委

員会幹事,西村,佐藤組織委員長,樋口会場事

務局員.

つ京都らしい厳かさをもったものになる様,またそ

れに対して閉会式は明るいものにしようと心がけ

た.全員参加のレセプションは2回開き,開会式

後は皇太子殿下を迎えて行うこととした.これには

琴の連弾,伏見酒造組合提供の鏡開きを二ヶ所で行

うなどした.参加者の最年長者93才の熊谷直一京

都大学名誉教授に乾杯の音頭をとって頂いた.

閉会式の前日にお別れのレセプションを開いた.

予定より多くの食べ物,飲物を用意したが食欲の方

が旺盛で早くになくなってしまい多くの方々に迷惑

をおかげした.

会場運営

会場そのものの運営は,約2年前に数十人で心

もとないスタｰトをしたが,次第に手助けが多くな

り,急速的に少たい人数で最も効果的に運営するシ

ステム作りを始めた.実際の会期に近づき,また突

入するとこの成果は見事に花開き,全国の多くの地

質学専攻の学生･院生をアルバイトとしてお願いし

たことも効を奏し,手足が勝手にうまく自分が何を

成すべきか判断し働いた.外部から見ると非常にう

まく運営している様に見えたが,内部では各自がそ

の場その場でうまく活動し,ヘッドクォｰタｰの中

心は苦情処理と種々の事の最終判断する以外のこと

はしていたかった.また,有難いことに重病人は

3人で主として鎮西清高氏がこれに当たった.

受付･プログラムのコンピュｰタｰシステム

口頭発表者,ポスタｰ発表者の欠席のためプログ

ラムに空きが出来ない様,受付･プログラム委員会

の間をコンピュｰタｰシステムでまとめ上げた.こ

れには,地質調査所の奥村晃史氏,京都大学の鳥居

雅之･石川尚人両氏,大阪府立大学の渋谷秀敏氏,

東京大学の中村保夫氏等に負う所が大きい.会期前

半は夜中までの活躍であった.20におよぶ会場は,

40大学からの多くの学生･院生の参加で運営され,

その割当は何目も詳細にたされ,京都大学の前田氏

夫妻･平島崇男氏等による所が大きい.

ニュｰス“京都"

ニュｰスは組織委員会では発行されないことがわ

かり,急邊会場関連委員会で``京都''を発行するこ

とにした.会期中,前夜に原稿を作り早朝に配布す

る様にしたもので,京都大学の巽好幸氏等が全力で

編集にあたった.

写真5会場事務局室2.

る巽好幸氏(中央).

ニュｰス“京都''を編集す
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第1図

本会議会期中に会場小委員会

から出版されたニュｰス“京

都".図は8月24日販の一

面.

ビジネス会議

各種学会,団体の1OO以上のビジネスミｰティン

グが会議場を中心に主に夜に開催された.この世話

は主として,京都大学の大野照文･味盲大介両氏,

九州大学の茂木透氏が行った.

広報

新聞など報道関係は,会期前は京都大学の西村道

･野上裕生･大野照文両氏が当たったが,会期中

は報道関係の控え室も作り一般への普及を心かげ,

山形大学の原田憲一氏,京都大学の瀬戸口烈同氏が

当たった.その結果多くのTVニュｰスや新聞記

事が流された.

メッセｰジブiス

参加者間のメッセｰジ交換･集会の案内等は富士

通の協力を得て,奈良大学の西脇二一氏,大阪市立

大学の弘原海清氏等がこれに当たった.

交通その他

地下鉄の北山駅～会議場問にシャドノレバスを運行

したが,利用者が多く当初の計画の2倍の運行と
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写真6シャトルバスを降りて会場に向かう参加者(先頭

針谷宥氏).

写真7会場一隅のメッセｰジ･ブｰス･

写真8会場2階のプレスセンタｰでコソピナｰからセ

ッションの話題を聞く報道関係者.奥の右端瀬

戸口烈同報道担当､

写真9お別れパｰティｰ風景.この日は快晴で会場の

庭に設けられたテｰブルの困りで別れを惜しん

だ.

なった.

ユｰスコンクレス

大谷大学の西田潤一氏がこの運営に当り,夫人方

の協力を得て手際よく予定通り実施された.特に益

富地質博物館にはお世話になった.実施されたもの

は8コｰスにおよぶ.

社交プログラム

二回におよぶ茂山千五郎氏門下による狂言(松本

窯氏にお世話になった),奈良大学の学生とそれを

指導されている笠置侃一氏による雅楽が好評であっ

た.開会式レセプションには,上野佳子社中による

琴の連弾が華やかにたされた.他にほぼ毎日盆栽

･盆石･水石の展示,生げ花･茶会がもたれ,今

井淑子,北川友子,藤川初子諸氏らのお世話になっ

た.日本画教室は大野叔嵩氏にお世話になった.

開会式前目,京都市の援助で市民講座が行われ

た.バス観光は18コｰスが行われた.

会場では国際会議場の,上田,大西,一最各氏,

また,JTBの後藤氏の貢献的援助,京都府･京都

市･京都商工会議所･各大学･各会社等の援助があ

ったことを追記しておきたい.

NIsHIMURASusumuandN0GんMIYasuo(1993):Reportof
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